
 

 

 

 

 

 

地震だ、津波だ、すぐ避難！ 
   

東日本大震災からの教訓を忘れないため、県内一斉に３月９日（日）、津波避難訓練を実施します。 

午前１０時に訓練のサイレンを鳴らします。訓練は自主防災会ごとに行います。また、山間部の自主 

防災会では、山津波（土砂災害等）の訓練を実施する自主防災会もあります。詳細については、お住 

まいの自主防災会にお問合せください。 

    

    

 

 

 

 

 

 

◆下田中学校１年生が津波からの「逃げ地図」を作成しました。 

 平成２６年２月１４日、下田中学校１年生が、大学生や 

災害ボランティアコーディネーターの協力を得ながら、下 

田中学校区の津波浸水想定区域から避難する際の避難 

経路と時間が一目でわかる「逃げ地図」を作成しました。 

自分たちの避難場所や避難経路などをみんなで話し合い 

「最近、新しい避難路ができた」「この避難路は崩れそう」 

など様々な感想を述べていました。 
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南海トラフ巨大地震等が発生すると、津

波の第一波は１０分から１５分で沿岸に到

達します。自分が避難する時の避難場所

を確認するとともに、避難にかかる時間を

計ってみましょう。 



◆静岡県第４次地震被害想定（第二次報告）について 

 静岡県第４次地震被害想定（第一次報告）（平成 25年 6月 27日公表）では、地震・津波による震度分

布や津波高・浸水域等の自然現象の想定結果や人的・物的被害等の想定結果を取りまとめました。第

二次報告（平成 25年 11月 29日公表）では、ライフライン等の被害等を取りまとめました。本想定は、こ

れからの下田市の地震・津波対策の基礎資料として活用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆災害対応支援講演会を開催しました。 

   平成２６年２月４日、市職員向けに「災害対応支援 

講演会」を開催しました。市における災害対応力の 

向上を図るための具体的な方策や情報提供を行う 

ことを目的に開催しました。防災係だけでなく全ての 

業務において防災の視点を入れることが市の防災 

力の向上に繋がることをあらためて認識しました。 

 

◆下田中学校１年生が津波からの「逃げ地図」を作成しました。 

 平成２６年２月１４日、下田中学校で１年生９０名が大学 

生や災害ボランティアコーディネーターの協力を得ながら、 

下田中学校区の津波浸水想定区域から避難する際の経路 

と所要時間が一目でわかる「逃げ地図」を作成しました。 

自分たちの避難場所や避難経路などをみんなで話し合い 

「避難場所が少ない」「避難路が崩れそう」など様々な感想 

を述べていました。 

◆「男女共同参画地域実践活動推進セミナー」が行われました。 

 平成２５年１２月１２日、「男女共同参画からの視点を活 

かした防災対策」について講演会や関係団体のパネルディ 

スカッションが行われました。東日本大震災では、避難所 

運営などにおいて、男女のニーズの違いに配慮を欠いたり、 

震災対応の担い手として女性の力が十分に活かされなか 

った状況が見られました。これを機会に、本市においても 

女性の視点を活かせるよう関係団体と連携し、防災対策 

に取り組んでいきます。 


